
平成28年度地域創出総合支隈事業

～チーム会揮で隠む防策力向上プ田ジェクト「守・破・閣」～

この1研解会触 齢控骨鯛め経営・充黎鮮役立つ瑠踊的じ町はです。

いせtという時に自分燈号の地域を守る海めの倒鍛や強牌な学げ書す。

華博載;28拝押コ震〕r TEl_〔林 )

30(甕付 :コ Z:45～ )

福 偉 県 Aイ チ ??

会月P若松領術支熊セン々 ロー多目的ホーfL

〒965‐,0006 会津若松市一箕町大学鶴貿字下柳原 88-1 電話 0242-39-2100

①各市町村職員 (教育委員会関係、防災関係、福祉関係等)

○社会教育各種団体関係者、町内会・婦人会関係者
○社会福祉協議会職員及びボランティア等
O教職員 (管理職・学校防災担当者

卜
等)

○その他、地域防災に関心のある方々
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◆ 講義・演習

「 災害と情報 ～熊本地震をきつかけにして～ 」

策洋末撃 社会準部 教授   い 樽   流 貫

「 東日本大震災の教訓はいかされたのか」
～ 熊本地震について防災シミュレーション教材

「さすけなぶる」をとおして考える ～

常任濃教授   奏 野 利 蔵 床

師講



☆東 洋 大 学 社 会 学 部 教 授 中村 勁 爵
東涼i都ぃ身。東京大学大学院社会学研究科修士課経修丁後、松山大学、東洋大学 (現在)で教様を執

る。専門は、通信メディア (電話、携帯臨語、PHS等)C)社会的役割を社会心理学的に研究すること。
日常生活におけっ通信メディアの役割や災害時の通信メディァの役割について、国内はもちろん、世界
各地に,おいて現地調査を行い研究を深めている。

嫌 歯b大学うっくしまふくしま未来文雛センター 特構雄教授  天 野 租 彦 ; 氏

会浄靖松市出身。社会教育主事の経験を生かし、東日本大震災時拓500人もの避雄者がいた「ビッグ
パレットふくしま避難所」還皆チ十ムの特命担当として調:難者の生活改善、自立に向けて、さまざまな
役割を果たした。|ま た、福島大学うつくじまふくしま未来支援センターめ「防災教育教材作成プロジェ
クト」 プロジェクトジーダーとして防災シミユレーション教材「さすけなぶる」の開発に尽力した。
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